
令和４年度

第１回野田市文化財保護審議会

日 時 令和４年７月２９日（金）

午後３時３０分から

場 所 市民会館 雪月桃の間

《次 第》

１ 開 会

２ 教育長挨拶

３ 委員長挨拶

４ 議 題

（１）令和４年度事業の進捗状況について

（２）その他

（３）災害関連文化財の文化財指定について

５ 閉 会



実施時期 内容 備考 資料

記念物 申請・届出等（進達） 通年 コウノトリ 補助事業の諸手続

調査・修繕 ４月～９月 野田市郷土博物館 耐震診断及び屋根の銅板葺き修繕

調査・記録作成 通年 近代和風建築（住宅その他） 国登録のための調査・記録作成

申請・届出等（進
達）・修繕

通年
野田市郷土博物館・
野田市立中央小学校（７年館）

補助事業等の諸手続き・修繕

イベント １２月上旬 民俗芸能のつどい 欅のホール・小ホール

通年 野田のつく舞 補助事業の諸手続（提灯） ①

通年 野田のばっぱか獅子舞 補助事業の諸手続（組立式舞台・衣装）

調査・
記録作成・指定

通年 災害関連文化財 石造物・古文書等の調査

協議 随時
協議件数２８件
（７月２０日現在）

確認 随時
確認調査　５件
（７月２０日現在）

国庫・県費補助事業

本調査 随時
本調査　０件
（７月２０日現在）

９～３月 寺後遺跡 市単独事業

１～３月 令和３年調査市内遺跡 国庫・県費補助事業

３月予定 令和４年度野田市内遺跡発掘調査報告 国庫・県費補助事業

３月予定 野田市内遺跡発掘調査報告 市単独事業

文化財出前授業 ７月～３月 郷土史の授業・昔体験 市内小学校対象(実施予定校６校)

刊行物 ３月 のだ文化財だより 第３１号

学習受入れ 随時

講師派遣 随時 郷土史講座など ③

１０月～１月
千葉県指定有形文化財「三ツ堀のどろ祭
用具及び関連資料」

千葉県立中央博物館令和４年度秋の展示「おは
まおり－海へ向かう神々の祭－」

９月～１０月 野田市指定文化財「太子堂句額」
茨城県立歴史館令和４年度特設展示「茨城の俳
諧－芭蕉・蕪村・一茶が訪れた茨城－」

１０月～３月 野田市指定文化財「岡部文書」（２点）
岸和田市市制100周年記念事業特別展「岸和田
藩と岡部家」

資料整理 通年 資料目録の作成

資料調査 随時 鈴木貫太郎関係資料の調査
関係者への聞き取り（４月２７日：鈴木貫太郎
親族、大塚天祖神社、７月１６日：鈴木貫太郎
肖像作者足達真太郎画伯親族）

物品修繕 ８月～３月 絵画修繕 鈴木由哲・きよ・貫太郎の肖像画 ④

寄贈受入れ 随時

４月９日～５
月２９日

野田市郷土博物館市民コレクション展
「刀百姿－彩褪せぬ日本刀の燦－」

記念館所蔵の刀剣（２振）を展示

６月１１日～
９月１９日

野田市郷土博物館令和４年度企画展「見
て、見て、ハッケン！野田の歴史」

鈴木貫太郎コーナーの設置
８月１１日にギャラリートーク実施予定 ⑤

資料貸出 ４月～２月 板谷波山作「葆光彩磁葡萄紋様花瓶」

板谷波山生誕１５０周年記念巡回展
しもだて美術館（茨城県筑西市）石川県立美術
館（石川県金沢市）泉屋博古館（京都府京都
市）泉屋博古館東京（東京都港区）茨城県陶芸
美術館（茨城県笠間市）

⑥

旧花野井
家住宅

常設展示 通年 重要文化財建造物・民具の展示

施設管理 随時 除草、清掃

処刑場跡・関宿城跡・歴史広場・鈴木貫太郎記
念館・岩名古墳公園・博物館用地・旧花野井家
住宅・埋蔵文化財整理室・中根八幡前遺跡・山
崎貝塚公園

指定文化財維持保存奨励金 １２件：野田貝塚ほか

無形民俗文化財維持保存奨励金 ５件：野田のばっぱか獅子舞ほか

地域史編纂事業補助金

その他

助成等 ３月予定

②

整理作業

刊行物

教育普及
・活用

資料貸出

鈴木貫太
郎記念館

令和元年の台風19号の影響により臨時休館中。
被害の少なかったロビーでのビデオ放送、小規模展示及び副館長による解説は実施している。

顕彰事業

報告（１）　令和４年度事業の進捗状況について

種別

有形
文化財

（建造物）

民俗 文化財 申請・届出等

埋蔵
文化財



津久舞の補助事業について

修理対象① 修理前 修理後

修理対象② 修理前 修理後

①

②
③

①高張提灯

現在の状況・修理内容：高張提灯は１０年程前から使
用されており、経年の劣化に伴い骨組みと和紙の接合
部の破損などが著しく、継続しての使用に耐えられな
い。

新調内容：高張り提灯は新調前のもの
と、同じ規格と材質で新調した。

②弓張提灯

現在の状況・修理内容：弓張提灯は１０年程
前から使用されており、経年の劣化に「野田
津久舞保存会」の文字部分の劣化や破損など
が著しく、継続しての使用に耐えられない。 新調内容：弓張提灯は新調前のものと、

同じ規格と材質で新調した。



修理対象③ 修理前 修理後

今年度祭礼の様子

③底抜け山車提灯

現在の状況・修理内容：底抜け山車の提灯は２０年
程前から使用されており、経年の劣化に伴い、汚れ
や重化（受け底）との接合部に破損がみられる。現
在は、ビニール製だが、新調にあたってはかつて使
用していた和紙製の提灯を復元する。右写真は昭和
４８年の「底抜け山車」

新調内容：底抜け山車提灯は写真をも
とに材質をビニールから和紙へ、形式
を縦縞からまつりに三つ巴に戻して新
調した。



資料② 

○埋蔵文化財 令和４年４月１日～令和４年 7月２０日現在 

                       

       

１ 協議件数 ２８件 

 

２ 発掘調査件数 確認調査  ５件 

本 調 査  ０件 

試掘調査  １件 

発掘調査一覧 

遺 跡 名 所 在 地 調査 調査原因 
調査面積 

（㎡） 
期  間 時 代 

桜台遺跡 

（第９次） 
桜台字原ノ内 191-1 確認 分譲住宅  11.0 5 月 24 日 古墳 

上花輪貝塚 

（第２次） 
上花輪字坊山 840-5 確認 個人住宅  38.0 

5 月 26 日 

～5 月 31 日 
縄文 

堂山貝塚 

（第３次） 
谷津 249 番 2 他 確認 太陽光 194.97 

5 月 30 日 

～6 月 9 日 
縄文 

向原第２遺跡 

（第２次） 
吉春字向原 240-1 確認 抜根 89.0 

6 月 7 日 

～6 月 8 日 
縄文・古墳 

桜台遺跡 

（第１０次） 

桜台字原ノ内 

191-16 
確認 分譲住宅 16.0 6 月 30 日 古墳 

野田市清水 

（試掘） 
清水字沼端 826-4 試掘 集合住宅  20.0 6 月 20 日 縄文 

 

３ 主な調査の概要 

（１）桜台遺跡（第９・１０次） 

   ① 調 査 地  野田市桜台字原ノ内１９１－１および１９１－１６ 

   ② 調査期間  （９次）令和４年５月２４日 （10 次）令和４年６月３０日 

③ 調査面積  （９次）１１．０㎡     （10 次）１６．０㎡ 

   ④ 現  況  宅地 

   ⑤ 原  因  分譲住宅 

⑥ 遺  構  （９次）古墳時代土坑１基  （10 次）遺構なし 

  ⑦ 遺  物  古墳時代土器  

 今回の調査地点は櫻木神社東側に隣接する地点にある。櫻木神社境内及び参道部分

を調査した第３次調査では古墳時代の竪穴住居が 39 棟確認されており、今回の調査

地点においても遺構の検出が期待されたが、９次調査の土坑１基のみにとどまる結果

となった。 



資料② 

 

（２）清水（試掘） 

   ① 調 査 地  野田市清水字沼端８２６－４他 

   ② 調査期間  令和４年７月２０日 

③ 調査面積  ２０．０㎡ 

   ④ 現  況  畑地 

   ⑤ 原  因  集合住宅 

⑥ 遺  構  検出なし 

  ⑦ 遺  物  縄文時代土器 

集合住宅の建設に先立ち、事業者から協議書の提出があり、職員が現地の踏査を行

ったところ、縄文時代土器の撒布を認めた。そこで、国庫補助事業の詳細分布調査と

して家屋のない部分で試掘を行ったところ、すべてのトレンチから土器の検出が認め

られたため、現在、千葉県に新発見の遺跡、「清水馬作遺跡（仮）」として登録手続を

行っている。なお、家屋の解体を待ち、確認調査を実施する予定。 

             



野田市 野№99　桜台遺跡（第9・10次）

凡　例

　遺跡の範囲　　　

　工事の範囲　　　

　調査の範囲　　　　

9次

10次





1T

2T

BM

野№99　桜台遺跡（10次）　トレンチ配置図　S=1/100

　　 凡　例

調査範囲

攪　　乱



野田市

野№248　岩名作遺跡

野№82　清水遺跡

野№83　野田貝塚

凡　例

協議の範囲　　

試掘の範囲　



野田市 清水　試掘調査トレンチ配置図（S＝１／５００）

1T 2T

3T 4T

5T



○教育普及・活用実績

資料③

・講師派遣（講座）

番号 実施日 団体名 内　容 対象者数

1 4月27日 生涯大学 東葛の偉人　鈴木貫太郎 40

2 6月16日 福田公民館
福田長寿大学

野田市の古墳時代
37

3 6月22日 東葛社教連
東葛の偉人　鈴木貫太郎

～文化財出前授業について～
16

4 6月23日 福田公民館
福田長寿大学
～木野崎城・

三ツ堀のどろ祭り～
37

5 8月4日 北部公民館 拓本でしおりをつくろう 15 (予定）

合　計 145 人

（令和４年７月２０日現在）



資料④

○修復資料一覧

【令和４年度修復】

・白川一郎「鈴木貫太郎肖像」昭和 21年
全体図 表面にヒビあり

→

ヒビのみならず、剥落による

細かい穴も見られる。



資料④

・宇和川通喩「鈴木由哲肖像」「鈴木きよ肖像」明治 41年
ヒビ剥離あり。同一作者の同時期作成品であり、色彩を合わせるため 2枚を同時に修復する必要がある。

ずきｋ

あく楽

既に剥落が見られる。「由哲肖像」はすで

に片方の家紋と黒目に剥離が見られる。

両目が剥落するとオリジナルの再現修復

が困難になる可能性がある。











 

「⽣誕 150 年記念 板⾕波⼭展」（仮称） 
開催概要 

 

開催趣旨	

 陶芸家 板谷波山は、明治 5 年（1872）茨城県下館町（現・筑西市）に生まれ、昭和 28 年

（1953）には工芸家として初の文化勲章を受章し、昭和 29 年（1954）には日本画の横山大観

とともに茨城県名誉県民の第一号となりました。 

波山は、理想の作品づくりのためには一切の妥協を許さないという強い信念により、端正で

格調高い作品を数多く手がけました。その一方で、波山は、故郷のまちと人々をこよなく愛し、

共に信頼し、共感し合いながら、生きていくことを大切にした人物でもありました。 

令和 4年（2022）3 月 3 日、我が国の至宝である波山は、生誕 150 年を迎えます。この記念

すべき年に、波山の選りすぐりの名作を一堂に集め展覧し、あわせて波山を生んだ筑西の文化

的土壌や波山の人となり、故郷の人々との交流なども紹介。展覧会オープンを記念して、筑西

市内各所ではイベントや関連展示などを開催する予定です。 

現在、コロナウィルスの影響により、日本の経済社会は疲弊し、人々が楽しく集い、笑う機

会が減り、心も乾き、閉塞感が漂っています。そのような時代にこそ、波山の作品に表現され

た美と祈りの世界に癒され、そして、波山の優しさとユーモアにあふれた人生に触れることが

必要ではないでしょうか。  

 

会期・会場	

2022 年 4 ⽉ 16 ⽇(⼟)〜6 ⽉ 19 ⽇(⽇)しもだて美術館 
※筑⻄市内にある板⾕波⼭記念館、廣澤美術館では、⾃館の所蔵作品を⽤いて展⽰を⾏います。本展は、「筑⻄市」
「筑⻄市板⾕波⼭⽣誕 150 年記念事業実⾏委員会」「公益財団法⼈波⼭先⽣記念会」「廣澤美術館」の協⼒のもと、
3 館同時開催の事業となります。 
 
本展は下記に巡回いたします。 
2022 年 6 ⽉ 25 ⽇(⼟)〜7 ⽉ 24 ⽇(⽇) ⽯川県⽴美術館 
2022 年 9 ⽉ 3 ⽇(⼟)〜10 ⽉ 23 ⽇(⽇) 泉屋博古館 
2022 年 11 ⽉ 3 ⽇(⽊・祝)〜12 ⽉ 18 ⽇(⽇) 泉屋博古館東京 
2023 年 1 ⽉ 3 ⽇(⽕)〜2 ⽉ 26 ⽇(⽇) 茨城県陶芸美術館（予定） 
 
展覧会作品点数 

150 点（作品及び関連資料含む） 

 
監		修	

荒川正明⽒（学習院⼤学教授） 
 
主	 催 
各開催美術館、地元実⾏委員会、地元マスコミ等 
 
運営事務局	

株式会社キュレイターズ 


